
 令和８年２月２０日（金）、今年度３回目の学校運営協議会が開催されました。

(1) 今年度の学校評価と次年度の学校経営方針について 
 小中学校教頭から学校評価（教育活動アンケート）の結果が報告されました。また各校
校長より令和８年度の学校経営方針が示され、承認されました。 

(2) 教育課題に関する協議 
 今回も小中学校部会に分かれて、教育課題に対する協議が行われました。テーマは「小
学生のメディア機器の利活用について（小学校部会）」「家庭におけるメディアの利用方法
について（中学校部会）」でした。小学校部会では児童アンケート、中学校部会では保護者
アンケートの結果が交流され、これらに基づいて建設的な意見が出されました。特に「現
代社会ではスマホ等のメディアと切り離した生活は考えられない」「子ども時代における自
分好みの情報に囲まれた生活は、人格の形成に関わるのでは？」「利用方法の危うさについ
て、子ども自身が自覚できることが大切」など、大局的な見方からのご意見も出されまし
た。こうした意見を次年度以降の学校教育活動に生かし、各種講演会や親子の議論場面を
設定することについて検討していきたいと考えています。来年度も学校、地域、家庭がと
もに協力しながら子どもの健やかな成長につなげる熟議や教育的な取り組みを目指したい
と思います。 

(3) まとめ 
 小中学校部会による熟議の交流が行われ、今年度の協議会は終了いたしました。 

※次年度の予定は、４月上旬に発行される「未来を拓く新しのつ教育カレンダー」の発行
時にお知らせいたします。 


